


































































































Fl　　　F2 Fl　　　F2 Fl　　　F2 Fl　　　F2
i 297 2222 284 2214 458 2867 381 2866
e 518 1852 450 2001 472 2843 510 2509
a 732 1162 792 1209 986 1705 978 1384
0 482 881 431 650 564 1013 567 894




















































































































1 両手 0牽 544121931 校［長 0 45789761 勉［丁 0 440907
2 塔 0 51683732 薬草 0 45783662 正月 0 4401093







W9034 綴孝コ行 0 45672464 相談 0 438898
5 ? 0 50383435 木刀 O 45587365 郷 0 437912
6 蠕蟷 0 49483336 一合 0 45487466 お経 0 436770
7 夕［顔 0 49188037 包］丁 0 45499467 観光 0 436725
8 養子 0十 490122038 器量 0 45489468 灘業 0 4369！3
9 名字 0 484107239 老人 0 45391769 講演 0 436731
10 熱湯 0 48391940 方3向 0 45281070 新道 0 436824
11 京都 0 481！02941 天井 O 45286471 乾燥 0 435874
12 帳面 0 48194142 教育 O 451102472 学校 0 434809
13 丁度 0 480100743 腸 0 45191973 日光 0 433994
14 土蔵 0 476915艇 砂糖 0 45185574天照［劇太神宮 0 433747
15 手の甲 0 47479645 良寛 0 45194775 弁当 0 433819
16 煩明 0 47386946 和尚 0 45190076 拍子木 O｝ 4311036
17 寸法 O 46892247 模様 o 45090177 善光寺 0 431759
18 束［京 0 46778448 百姓 0 44988378 大明神 u広 4311274
19 校［長 0 465103！49 棟〔梁 0 448100379 女［房 0 430927
20 石塔 0 46487850 障子 0 44710480 上下 0 428794
21 定規 0 46399351 藤告［郎 0 44795081 焼播 0 428754
22 方絢 O 46182952 本当 0 44597882 格好良い 0 424757
23 鉄砲 0 46178353 一生 0… 44594083 光線 0 423796
24 ? 0 46085154 泥鱈 0 44486884 茗蕎 o狭 422945
25 楊枝 0 460109555 銀杏 0 44377485 将軍 0 419956
26 同［窓］会 0 460103156 西洋 O 4438U86 辛抱 0 414918
27 棚撲 0 46081157 道具 0 44387887 褒美 0一 407771
28 雑巾 0 45992658 衙倒 0 44287788 勘定 0『 4041199
29 兄弟 0 45894859 誕生日 0 44294089 病院 u広 3761367























1 京都 o広 71112443！ 相撲 0÷ 552104561 勘定 0 522！215
2 泥総 0 673120132 校［長 0 554104462 人形 0 522971
3 二二 0 655128233 寸法 0 55399663 砂糖 0 5221031
4 棟［梁 o広 644130334 良寛 0 548111764 包］丁 0 521969
5 蠕蠕 0÷ 638101535 光線 0 546105465 薬草 0 5211063
6 拍子木 o広 637126836 大明神 0 543109266 障子 u 5201470
7 藤制郎 0季 627109037 格妊良い 0 54286467 日光 0 5191032
8 灯［明 0幸 620132638 東［京 0 540U2868 老人 0 519985
9 名掌 〇十 618137339 鉄砲 0 540109969 校］長 O 5181114







^12841 雑巾 0 538117371 一舎 0 5151040
12 観光 O 58896ユ． 42 葬式 Q 53891572 木刀 0 514958
！3 弁当 0十 585100043 学校 0 53783373 方［向 0 5121077
14 小学［校 0 58499744 熱湯 0 536105374
?
0 5U909
15 養子 0 581126045 夕［顔 0 53591975 正月 0 511996
16 親［孝］行 0 580U1446 両手・ O 532110176 相談 0 5111102
17 将軍 0 573110547 辛抱 0 53195477 新道 0 511971
18天照［皇］太神宮 0 572118748 模様 0 530102678 包［丁 0 509！018
！9 百姓 0 57199449 方］向 0 528122679 大将 0 509962
20 教育 o広 570120650 誕生日 0 527111180 銀沓 0 5071093
21 石塔 0 570106751 女［房 O 526115281 当番 0 505993
22 一生 0 570106452 本当 0 526105782 和尚 0 501！148
23 腸 0 569105153 丁度 0 526110283 大丈夫 0 5001097
24 講演 0 56898254 商］業 0 526110384 兄弟 0 4981122
25 酋洋 0 564109355 定規 0 525108785 同［窓］会 0 495！007
26 お経 0 56497456 褒美 0 525105086 上下 0 4941043
27 楊枝 0 562119257 病院 0 524118387 郷 0 4901063
28 天井 0 562102858
?
O 52490988 道具 0 4791100
29 ? 0 55993359 薔光寺 0 523102789 焼［香 0 464968


























































































1 ア：京都 5 オ：蠣蟷 9 ケ：名字
2 イ：泥姻 6 カ：拍子木 ！0 篇：茗荷























































ｮ取 F！ F2No 調査語 聴取 F1F2
1 ご馳走 o狭 316104730 貧乏 0… 41390858
?
0 460782
2 夕］顔 u 326101631 内緒 o狭 42190959 同］窓会 ? 4611062
3 焼3香 u 329100932 少女 O 422105460 報告 0 461745
4 女傷 o狭 33285433 一俵 0 42690661 電 O 461892
5 十駐 o狭 34577234 日曜 0｝ 42794662 農］業 0　 462897
6 一升 U 353117835 東］京 0 42787463 豆腐 O 466829
7 藤コ吉郎 o狭 36191836 銚子 u 428105564 用事 0 4671055
8 劃宝 u 361105837 小便 0 42994965 法事 O 467932
9 通る o狭 36599238 調子 0 429128466 灯］籠 Q 469884
10 証拠 u 36690839 三俵 0 430103067 工］場 0 470756
11 棟3梁 u広 36998340 十畳 0『 43481168 大晦日 u広 4721130
12 潮 o狭 37394441
?
o狭 43584069 商〔業 0 472920
13 笑止い u 379143442 優勝旗 0 435111770 小僧 0『 4741013
14 胴 o狭 38793943 猟師 u広 43793071 今日 0… 474808
15 氷 0　 388929磁 棒 0 43793372 重［宝 0 4741016
16
?
o狭 388105945 大小 0… 43780173 灯［籠 0 474910
17 二升 0… 39188846 冬至 〇一 440101974 多少 u広 4751064
18 三升 u広 391120147 瓢箪 0一 44199375 器用 0 481922
19 二俵 0一 39283248 表札 O 44797076 一畳 0 4811013
20 遠い u広 39490049 土薦 0｝ 447109677 毛布 0 482842














52 五葉松 0 45389880 半鐘 0 489921
24 奉］公 0『 40280453 送別会 0 454ユ0058ユ 佐藤 0 49286！
25 灯］明 0｝ 40388954 農［業 0 45692682 蝶 0 506961
26 納豆 0 40788055 松竹梅 0 456109383 奉訟 0 509765
27 狼 0 40896556 『二瓢 u 457116684 山椒 0 5101150
28 利ロ 0 40995957 塩 0 45893385 昨1ヨ Q 511886
























1 焼］香 u 375104930 蝶 0 480102058 猟師 u 5221322
2 小便 o狭 39997331 貧乏 u 480156659 干瓢 0一 5231130
3 塩 o狭 40294232 送朋会 0 480106660 用事 u 5231564
4 納豆 〇一 418109133 三俵 0 483121261 調子 O 5251107
5 遠い 0 42298734 土用 u広 484138162 二俵 0 5261090
6 証拠 o狭 424152135 通る 0 486108163 奉［公 0 526927
7 狼 0 43082736 大晦日 o狭 49394464 刺京 0 5261066
8 法事 0 43384437 重］宝 0一 494！11065 灯［籠 0 527942
9 内緒 u広 438136638 ご馳走 u 4941267
10 冬至 o狭 438107839 商〔業 0 4951059U7@奥・ O
529匂　●　脚　騨　脚　需
T30P308
11 夕］顔 u 440126340 銚子 0 499111468 霊 0 5301024
12
?
u 445119841 器用 0 499108869 三升 O 5331044
13 帽子 0 44895242 表札 0 501112770 十畳 0　 5361313
14 重［宝 0 450113543 剛窓会 O十 50299671 豆腐 0 5361016





45 ? 0 50294773 多少 0 5381035
17 一升 0 458113746 棟］梁 0 503101574 報告 0 540967
18 料理 0一 459119647 小］学校 0 50493075 五葉松 0 5471004
19 藤i］吉郎 0 46093948 松竹梅 0 505108476 佐藤 0 5491003
20 十臼 0｝ 46480249 工］場 0 50694477 今日 0 5501241
21 二升 0 464115150 一畳 0 506107578 田曜 0 553U78
22 氷 0 46583151 農］業 0 513103179天照］皇太神宮 0 5611187
23 ? 0一 46897752 山椒 〇一 516113980 銅 0一← 57711！6
24 笑止い u 470159653 瓢箪 o狭 517136081 三条 0÷ 6181058
25 奉］公 0 47487854 少女 0 519101182 大小 0十 6191305
26 優勝旗 Q 476101855 農〔業 0 52010383 一俵 0攣 6291212
27 女］房 o狭 477105856 小僧 0一 520100484 昨日 0 6381031
28 灯］籠 o狭 47794857 灯〕明 O 52297685 半鐘 a 9041755
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図12　開音系語のフォルマントFlF2図
4．1．3．　両者の比較
　ともにF1値が高く，ロ形が大きく開き弛んだものとなる。特に教示者Bの「拍子木」は，普
通のオのF1値に対して，約100Hz高く，口形ももっとも広くなっている。この「拍子木」のよ
うな発音が開音の典型的なものなのであろう。
4．2．合音の発音
4．2．1．教示者A
　教示者Aの合音系語「笑止い」のiコ形は図13のとおりである。はじめ第01コマでは横を向いて
しまっているが「ショ」の始まりである。これは第05～07コマでもっとも横に引いた目形で発音
され，第08コマ以降次の「シ」の発音へ向かっていく。
聾㌔”
ノぜ
憾嚢
06
図13
叢論
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07
?
繍
???
　　　　　　　　　08
教示者A「笑止いjの「笑」発音口形連続撮影（約1／3秒：8コ々）
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　　　　　　図14　教示者A「証拠」の「証」発醤二形連続撮影（約1／3秒：8コマ）
図15合音系語の懇懇鍵形及びフォルマント数値
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図16　合音系語のフォルマントFlF2図
46
　合音系語「証拠」の口形は
図14のとおりである。第01コ
マから「ショ」が始まり，第
04～06コマで最も窄まった発
音卜形になる。その後，第07
コマ以降は次の「コjへ向か
ってやや広がった円唇気味に
変化していく。
　以上の2例により口軽につ
いては大きく2種の口形が認
められる。それを「a：狭唇
左右引き形」「b：円唇突き
幽し形」と分別する。a口形
をとるのは「笑止い」「焼香」
である。ただし，「焼香」は，
図15に見るとおり，ややb口
形的な突き出しが認められ，
abの中間的なものとも見る
ことができる。
　それを図16のFlF2図で
見ると，「笑止い」は完全な
当人の普通のウの値を示して
いるが，「焼香」の「焼」は
F2において，ウ寄りである
とはいえ，オとウの難問の位
置に近い。したがって，a鐘
形はウ酌な発音を呈する口形
1
であり，音韻的なウと重なるものであると考えられる。b目形をとるのは「証拠」ドー目ヨ」であ
る。いずれも，F1値は小さいがF　2の値がほぼ普通のオの値に近い。　b口形はオの狭的な発音
を呈する口形であると考えられる。
　以上により，合音系語が合音的に発音される場合に，ab2種のロ形があること，それは音響
数値的には共にFl値が小さく，その上でF2値の大方向のものがa形，小方向のものがb形と
対応するということが結論される。
　教示者Aの普通のオの発音F1値は482Hzであった。ド証拠」はF1値が308Hz，「焼香」の
「焼」はF1値が362Hz，「十日」はFl値が374Hz，「笑止い」はF1値が388Hzと，いずれも教
示者Aの普通のオの482HzよりIOO一一ISOHzもの低い値である。
4．2．2．　教示者B
　教示者Bの合音系語「瓢箪」の口形については，図17において，第01コマで「ヒョ」の発音が
始まり，少しずつではあるが，第05～06コマで最も窄まった状態になる。以後，第07コマ以降は
次の「列の発音へ移行していく。その安定部に注目すれば，図18のように，唇の窄めが認めら
れるが，あまり突き出しの雛形とはなっていない。
　それを音響的に見ると，図19のようである。教示者Bの普通のオの発音F1値は564Hzであっ
た。「瓢箪」はF1値が330Hz，「証拠」はFl値が374Hzと，いずれも教示者Bの普通のオの
564Hzより190～230Hzもの非常に低い値である。　FlF2図によれば，いずれも本人の普通の
ウより狭い位遣である。（「証拠」の「証」の発音口形連続撮影は紙面の都合上省略した。）
　　　　　　図17教示者B「瓢箪」の「瓢」発音口形連続撮影（約1／3秒：7コマ）
??
47
瓢箪（F1：330，F2：1329）
　　難　、
図17の母音安定部の蛇形
証拠（Fl＝374，　F2：1583）
　　〈連続撮影図省略〉母音安定部の［ヨ形
図18合音系語のフォルマント数値及び発音髪形
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図19　合音系語のフォルマントFlF2図
4．2．3．両者の比較
　教示者Aにおいては，「a：狭唇左右引き形」が教示者Aの普通のウに重なる位置に，「b：円
唇突き出し形」が教示者Aの普通のオより狭い位禮に，それぞれみとめられた。
　それに対して，教示者Bにおいては唇の窄めが認められるが，あまり突き出しのロ形とはなっ
ていなかった。明確な突き馨しが認めにくいのは，教示者Bの場合がウの狭い位遣の発音であ
り，教示者Aに見たfa：狭唇左右引き形」に近いためではないかと考えられる。
5．聞合フォルマント数値及び発音口形全体を通して
　教示者Aは，開音系語の確実に開音的に発音される語の割合が約1％（89語中1語）であり，
合音系語の合音的に発音される割合が約59％（85語中50語）である。教示者Bは，開音系語の開
音的に発音される語の割合が約11％（89語中10語）であり，合音系語の合音的に発音される割合
が約78％（85語1＝1・166語）である。大勢としては両教示者ともに，開音系語が開音的に発音される
割合はきわめて低く，逆に合音系語が合音的に発音される割合は50％以上と非常に高い。
　なお，教示者Aと教示者Bとの歴史的開音系語・合音系語の発音残存率は，教示者Aが開音系
語約1％（89語中1語）・合音系語約59％（85語中50語）であるのに対して，教示者Bが開音系
語約11％（89語中10語）・合音系語約78％（85語中66語）であり，教示者Bの方がより多くの開
合の区別を保持している。しかし，両者間の年齢差は2歳しかなく，岡世代隅士でありながら，
このような掴人差を示すことから，当地域においてもオ段長音開合現象はかなり衰微しているも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　48
のと考えられる。
　また，両教示者の開音的な発音の語・合音的な発音の語を比較すると，両教示直間において共
に比較的表の上位に現れる語は，開音系語で5語・合音系語で6語と少なく，ましてや順位の一
致するものは皆無である。このことも衰微しつつあるオ段長音開合現象の姿を示している。
　蓑威するオ段長音開合現象の一端として開合の発音が歴史的な発音とは逆に行われる現象（開
合の逆転現象）がある。この両教示者にもその現象が見られる。開音系語においては，教示者A
に15語・教示者Bに1語が見られ，合音系語においては，教示者Aにはなく，教示者Bに5語が
見られた。教示者Aは，合音系語においては逆転現象と思われる語はないが，開音系語に15語も
の逆転が見られ，教示者Bにおいては，開合ともにさほど多くの逆転は見られない。教示者Bに
おいては，開合の区別がある程度しっかりしていると見られるが，教示者Aにおいては，特に開
音系語に関して，残存が約1％（89語中1語）と非常に低いこととも相侯ち，分別・保持が格別
に衰微していると見うる。
　とは言え，発音隊形を観察すると，開音系語の開音的発音の典型的なものでは，明らかに唇が
大きく円形に開き，弛んだ形を量する。合音系語の合音的発音の典型約なものでは，狭唇左右引
き形，円唇突き出し形の2種の形を呈する。本人に開合の意識がなくとも，開合系の語により歴
史的発音が唇に遺存している場合があるのであり，その場合の口形は極めて鮮明なものなのであ
る。史附オ段長音開合現象は，当方雷において衰微の過程にあるとは言え，この口形の残存持続
そのことは，典型的なものにおいて今なお明確である。ただ，そのような口形を示す単語の数が
急速に減っていっているのである。それに伴って，中形は現代の普通の5母音の発音歯形に移行
消滅しつつあるのである。
　このように当域のオ段長音開合現象は，全体的にはかなり衰微の過程にある。
6．おわりに
　結東前倉のオ段長音開合現象の状況は以上の如くである。教示者A・Bの個人差は甚だしいも
のがある。当方欝の心々長音開合現象の衰微はもはや末期的な状況にあると書える。さらに緊急
の調査・保存・追究が必要である。
　新潟県におけるオ段長音開合現象の音声と発音のメカニズムとを，音響学的・ビデオ連続撮影
により客観的に究明した点に当論の意義があると言える。オ段長音の広狭はFlF2値により数
値的に微細にわたって判別し得た。これまでの耳による開合の主観的な聞き取りの研究を補強す
る意義も大きいと考えられる。従来，静止画の写真の記録はなされてきたが，ビデオ連続撮影と
いう動的な姿の記録はほとんどなされてきていない。今後はこのようなアプローチをさらに強め
ていく必要があると思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1　以下で「教示者A」とする1老年男性の実態については，大橋・大橋・河内（20Q3　b）において
　口頭発表した。以下で「教示者B」とする1老年女性の実態については，大橋・大橋・河内
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以下，本文では歴史酌開音系語を開音系藷，歴史的合音系語を合音系語と略称する。
iとeが重なった位遣にある。これにより嶺方言では愚音単独の発音でイとxの混同があるこ
とを反映している。
調査に際しては各調査語を2回繰り返して発鎖してもらっている。その平均値をデータとす
る。
表1「教示者2名の5母音フォルマント（3回発音平均値）」の5母：音F1平均値に対する各
3回発音F1値は，相互に20～30Hzの1隔がある。以下，普通のオの領域は，　F　1平均値から
この程度の幅を持つものとして考察を行う。
表中における「1st聴取」は，第1回目の発音に対する筆者の聴取判断を表す。また，その表
記は，次のような順で広から狭の凶相を表している。£a〕，［o広］（広ロの。），［〇＋］（やや広
ロの0），［O］，［O一］（やや濃口の0），［0狭］（狭1コの0），［U広］（広口のU），［U］
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Keywords
the　opening　and　closing　of　the　long　o，　articulatory　phonetics，　acoustic　phonetics，
　　　　　　　　the　fust　formant　frequency，　the　second　formant　frequency
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　The　vestige　of　the　opening　and　closing　of　the　lofig　o，　which　was　prominent　phenomenon　in　the
medieval　period，　is　found　among　the　elder　speakers　in　the　Chttetsu　inland　areas　of　Nilgata
Prefecture．
　　　Thls　phenomenon，　however，　is　rapidly　falling　into　a　decline，　and　needs　to　be　investigaeed
immediately．　ln　this　paper，　by　focusing　on　the　two　old　speakers　（one　male　and　one　female）　of　the
Maekura　dialec£　（spoken　in　Tsunan，　Nakauonuma，　in　the　isolated　mountaneous　region　of
Chuetsu）　，　the　phenomenon　of　opening　and　closing　is　described　and　analyzed　by　means　of　acoustic
and　articulatory　phonetics．
　　　Ie　is　fottnd　that，　on　the　whole，　regardless　of　the　sex，　the　open　long　o　is　very　unlikely　to　be
pronounced　as　an　open　sound，　while　the　close　long　o　tends　to　be　pronouRced　as　a　close　sound
（the　probability　is　more　than　500／o）　．
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